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カキ “会津身不知"の着色向上に対する反射シー トの利用
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Effect of Reflect Sheets for lmproving Color of ・Aizumisirazu'' 」apaneso Persimmon
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(1■:I鳳計胤柵 1■l驚∫蹴燃 I)
年の累積収穫率は約20%高 まった。また,マ ルチの期間に

よる差は見られなかった (表 1)。

会津身不知は収穫期が10月下旬で,年により収穫期が遅    2)果 実品質

延 じ着色不良と共に凍霜害を受ける危険がある。これが改 a 反射シートにより果頂部の着色が向上したが ,

善のために反射シート利用による着色向上効果について検 マルチ期間の長短による差はなかった。果帝部着色に変化
討した。

は見られなかった。糖度は,反射シートにより高まる傾向

2 試 験 方 法          がわずかに認められた (表 2)。

b 果梗をはさんで果帝中央から亀裂が入る果帝部

裂果は,反射シートにより助長される傾向が認められた。

特に収穫前50日 処理区の裂果率が高かった。 また,反射

シートにより果面がきれいになる傾向が認められた (表 3,

4)。

表 1 収穫の経過 (累積収穫率)

10/23  11/1

反射シート(50日 前)

反射シート(30日 前)

反射シート(傾 斜)

無   処   理

注 1)果実亀裂は,メ チレンブルー5%液で染色し,指数

(多 ;5～無 ;0)をあてて測定 した。
2)発生度=Σ (指数指×数別果拗 ÷総結果数X llXl

1 は じ め に

(D 供試樹 会津身不知 18～ 19年生

(1991年は8年生)

2)試験区 1区 1樹 3反復

1)19877
①反射シートマルチ (収穫前50日 )

②反射シートマルチ (収穫前30日 )

③無処理

2)19887
①反射シートマルチ (収穫前30日 )

②反射シート傾斜設置 (収穫前30日 )

③無処理

3)1991年

①反射シートマルチ (収穫前30日 )

②無処理

13)調査方法

1)シートの幅は18mで ,樹冠の両側に設置した。

2)傾斜区は,60cll幅 の反射シートを約10度の傾斜で

中心に向けて組み立てたパイプに3枚張り付けた。

3)処理開始時期は,10月 20日 を収穫開始日として起

算 した。

4)収穫調査は全果実を,追跡調査は着果部位毎にラ

ベルをつけて調査した。

5)果皮色は平核無用カラーチャー トを用い,45以
上を目安にして収穫 した。

6)糖度は,5%ポ リエチレングリコールによリタン

ニンを除去して測定した。

3 試験結果及び考察

(1)反射シートによる着色向上効果と果実品質

1)収穫の経過

収穫前期は,反射シートにより収穫率が高まった。 1991

164   743

212   728

101   523

339   880

316  881

245   81 5

54 54 121 256
55 54 119 247
48   49  118  259

反射シート150日前

反射シートK30日前 47 25 117 236
39   25  116  231

表3 果皮亀裂及び脱渋後の果面汚染  (単位 :%)

11月 5日

反射シート(50日 前

反射シート(311日 前)

無  処  理

667     542

429    407

81 1     607

600     482

744     498

733     533
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t験区

調査項目 収穫時期別発生率
平均・10/27  H/5 未熟果

反射シート(50日 前)

反射シート(30日 前)

無   処   理

5 0      41 9     160

68     245     84

4 9      198      68

265

171

137

表4 果帝部裂果の発生

*平均発生率=全果帝部裂果率÷総結果数 X lllll

2)シ ートの敷設方法の違いによる果実品質

1)果頂部着色の推移

果頂部着色を,収穫 2週間前より追跡調査した結果,反

射シートにより3～ 5日 着色が促進された。

樹冠南側では,マルチ区より傾斜設置区の着色がやや優

れたが,差はわずかであった (図 1)。

着色

ノ     ソ    ソ
14              2           1

図 1 果頂部着色の推移

(31 反射シート区における着色向上効果と糖度との関係

1)着色向上効果

反射ンートにより果頂部の着色は向上 したが,果帯部の

着色は無処理区と差がなかった (表 1)。

2)着色と糖度

着色と糖度との関係は,反射シート区の果頂部着色と糖

度との相関係数が低く.着色が良くても糖度の低い果実が

多かった。このことから果頂部着色に対 して,糖度の上昇

が伴っていないことがわかった (表 5,図 2,3)。

表5 着色と糖度の一次相関係数

糖

度

図 2 果頂部着色と糖度 (反射シー ト区)

%

2     4143)  6     8
着 色

図3 果頂部着色と糖度 (無処理区)

4 ま と め

会津身不知の反射シート利用による着色向上効果は,地

上 2m位まで認められた。マルチの時期が早いと果帝部裂

果が助長される危険性が高いため,収穫前30日 に実施すれ

ば,ほぼ安全であると判断された。

また,反射シートにより着色は向上するが,糖度がそれ

に伴わないため,下枝の果実を収穫するときには果帯部の

果皮色により判断し,未熟果を収穫しないように注意する

必要がある。

地面に日照が届かないような密植園では,マ ルチの効果

は低いと考えられる。

糖

度

着  色
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